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はじめに

中央大学では� 93年度に総合政策学部が誕生して以来，ぞれまでの全学共通であった保鍵体

曹の実施方法が各学部ごとに改革され，実施されるようになった.いわゆる設護基準の大縮化

に伴う各学部のカリキュラム改革が，これまでの一般教育， 保礎体育の三領域を中心に

進められてきたといえる.

設置基準の大網化問題については，第二次世界大戦後の新制大学において� 46年間継続して

きた制度が各大学，各学部の裁盤に委ねちれる結果となった.全菌の大学では，各学部ごとに

あるいは大学全体としてこの問題に取組み，これまでの実施形態とは異なった新しい枠組みが

提示され実施されるようになった.これまでめ保鍵体育科目の撞史をふりかえるなちば，約� 10

ごとに特に必諺教科としての開題について中央教育審議会(以下，中教審〉から，見直しの

議論を投げかけられてきた麗史でもあったといえる. しかしながち，中教審からの見直しの議
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論はともかく大学の持つべき個性もしくは独自性という観点から考えるならば，日本中のどこ

の大学iこ進学しようと保健体育については講義� 2単位，実技� 2単位は年制)を履修しなけれ

ばなちないとする制変そむものについては，保鑓体宵教育関孫者から積極的な改革の案が提示

されても良かったのではないかということもできる.逆説的な言い方をすれば，日本中で必ず

履穫しなければならない教科であるがゆえに，各大学に於て創意・工夫されたカリキュラムが

され実施されている必要性があったのではないだろうか.

それぞれわ大学に於て努力をされてきたことはもちろんではあるが，いま一つ積極的な授業

内容その的に関する情報の提供や公開という点において，不定していたという事実があったよ

うに思われる.また，謀健体宵に関わるスタッフ自身も現実の問題に追われ，佑大学の実施方

法や綬業内容に対してそれほど大きな関心を寄せていなかったとも考えることができる.こむ

ような経緯をふまえた上で今回の大綱化問題を考えるならば，今後の大学教育むなかに保鍵体

育をどう位穣付けどのようなカリキュラムを挺示していくかということはきわめて議婆なこと

であり，これまでのように制度として保証されるという前提もなくなった訳であるから，保健

体育教育に関わる教師集団の自らわ創意・工夫そして努力にすべてが委ねられるという結果に

なり，さむめて大変な状況になったと同時にこれまで以上のやりがいも出てきたと考えること

もできる.そして何よりも自らの大学に於て，これまでにない充実したカリキュラムを提示し

成果をあげていくことが必要に迫られてきたといえる.� 

FD (Faculty Development ・ファカルティ・ヂィベロップメント)について

「現代の社会は高度靖報化時代，国際化社会などと表現され，科学技術は急速な発捜安滋げ，

間際社会は急激に変化をしてきている.このような時代に適応した教背を展開することが今日

の大学には求めちれている.また一方マ，大学の大衆化という現象も，従来の大学教育の在り

方を見臨す必要を迫っている.大学教宵の大衆化は量界的に見られる傾向であるが，これに伴

い大学生の賀にも大きな変花が克られてきている.教室内iこ毘ちれる私語の問題，不本意入学

する学生の増加，基礎学力の低下等の指譲はその一端悲恭すものであろう.このような状況に

対蕗するため，各大学ではカリキュラム号変更し，教育方法の再検討をしてきているもの

われる. したがって，今日の大学の課題はその教育機能を光燃することであり，改革は学生の

学曹を充実することにつながるものでなくて誌江らない.FD(大学教員の資質開発〉比この

ような大学の教弾機能を充実するという観点から注目されてきている.JD上記のような� FDに

ついての共通理解記たって，今回の設震基準の大縞イとを考えるならば，これまでの大学は研
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究・教青機関であると影容されていたことが，教育・研究機関であるとその形容が変化したこ

とに代表されるといってよいであろう.つまり，研究に対して誌教員の採用や昇進出療に何ら

かの基準が設けられ判定されてきたといえる. しかしながら，教育とりわけ授業という

いては，全くといって良いほど各教員に委ねられその内容や成果についても公表されることは

皆無に近かったといえる.こうしたこれまでのいわば境行に近い実施方法について，その客語

的な判断を下す材料のーっとして FDは機能するものと考えて良いであろう.そしてこれから

む大学は，これ塔以上の研究成果と同時に，教背成果についても学内外に向けて公表していく

必要に迫られているといえるし，大学そむものの評価の対象としても重要な項目のーっとして

取り上げ与れていくであろう.

保鍵体育における FDについて

保健体育における FDを考える際に最も盤裂であると思われることは，設韓碁準立〉大鱗化に

伴い従来のような制度としての枠組みがなくなったわけであるから，大学教育全体の中にどう

位置付けちれるのか，学士課程教育は全体でどのような構造を持つべきなのかというような大

学教育全体のカザキュラムを講想する能力与をもとめられていると考えてよいといえる.その意

味では.rカワキュラムむ構想、力Jの開発というようなものも FDの重要な要素と考えることが

できる. r特に保鍵体育の場舎には，大学全体のカワキュラムの中でどのように位躍付けられ，

伺各学生記学ばせるのかといったことが名大学でこれまで以上に明らかにされなくてはならな

い.つまり，保健体育科岳と大学の教育理念，教育昌標との関連を明らかにすることであり，

その目的・目標を学生にわかるように，また他の分野の教員に理解できるようにカザキュラム

として表現していくことである. したがって，保健体育科目の担当者の FDでも，援業方法の

けでなく，大学教育のカリキュラムとして保健体育科目を構想する資鷲を開発し，大学

全体を見通せる裡野を育成することが噴擦な課題である.そして，現在の大学生の高等学校ま

でお保健体膏科目の教育拭，受験科目ではないこともあり，学生の知識のレベルには大きな差

がおる.また，知識構報の蓄積を重視する教育経験を経てきた学生には，身体活動に対する認

識も不十分な場合が多い.このような，学生の状況を十分に把躍し，当該大学の教育目標との

関連の中で保健体育科目の教育内窓吾挨討することが，新しい時代品保礎体育担当者にとっ

て，まずとりかからなくてはならない FDの課題である.J 2)といえる.
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自己点検・自己評価について 

FDで示してきた大学教宵の目標にそって，それが本当に機能しているものであるのかどう

かを具体的に評価する手続きが，自己点検・自己評価と考えることができる.i大学の自己評彊 

'1，自律的な組織体としての大学が自らの現状を正確に記握するために，自主的.主律的に実

施し，その結果を自らの組識の活性化や改善に役立てるためのものである.評舗を実施する擦

には fだれがJ i何をJ i何のためにJ実施するのかが明護でなくてはならない.そして，保縫

体宵の授業で考えるな仏大学教育の理念にそった保穫棒膏科目の位置付けがあり，その目的

を達成するための教討としての f溜動栂臥運動課題」があることになり，そこでの「学習内

「授業方法J等の検討が必要となる.J3)全国大学体育連合(以下，大体連)では，設置基準

の大綱化に伴ない 1993年 3月に「大学体宵の自己点検・自己評価ハンドブック Jを発行した.

そこでは， i今回の設置基準にてらして f幅広く深い教養J i総合的判酷力J i識かな人間性Jと

いった事柄とどのように関連して考えられているかを明確にしておくこと，そしてそれちを学

した結果の評錨の榎点や判断基準在明確にしておかなくてはならない.J心としている， 自己

点検・自己評錨の視点と項目では，大学の捷命や教育理念、 iこ関するような全般的項目，正課

〈保緯体育草寺島〉に関連した項目，諜外スポ…ツ活動iこ関連した項目，穫療管理業務に関連した

各種サーピスプログラムに関連した項目など sつの項巨を立てて異体的なアプローチを

示唆している.点検・評語に関していえば，これまでの大学は全く何もしてきていなかったわ

けぜはないと思われるが，向よりも公開するという点でその客観性に重みが加わったことに

なったといえる.さらに，ともすれば教員側の一方的な点検・評価の構造の是正として

静価J告盛り込むことでより一層その信頼度は高まるものと考えることができる.この点に関

しでは， i学生に授業を評価する能力があるのか ?Jといった批判もあるが，ここでは授業改善

のための資料を学生の声を聞くことによって襟ようとするものであるから，授業の邑擦を正確

し，授業を正しく評植できる学生を宵読することも重要な課題としなくてはならないで

あろう。ぞれ喰えに，とくにカワキュラム哉革においては，学生評稲を叡り入れた内容が教授

会の段構ぜ協議されることが望ましいといえる.

一般教育学会について

筆者およぴ本学の体育関係者と一般教育学会とのかかわりは， 1991年の第 13回大会(東京
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農工大学)からのことである.91年に設置基準の大輔イヒが訴されたのを受けて，大捧連で諒一

般教育学会の中に体育部会の設置を鶴きかけ，それが実現した年でもあった，本学では，一般

教育に携わる教員の全学的な組織として一般教膏連絡協議会があり，そこを中心として学会と

関わってきた霊史がるる.傑鍵体育としては� 13西大会以来，� 16副大会まで採鍵体育からの代

表者が資料校集と討議を中心に参加し，大綱化に伴う学内責任者である文学部長にレポートを

提出してきた.保鍵体育の担当者として本学会に参加してきた感想、は，大学の教育領域におい

て実にこと細かに研究対象としてとらえ，様々な領域からのアプ口一チがなされているという

印象をうけた.例えば，闘際キリスト教大学では，学内全体の自己点検・自己評錨を外部のコ

ンサルタント会社に依頼し一年に一度点検してもらうシステム していること，そしてそ

の結5誌をもとにした学生評価項 し，教職員全体iこ関わる語向きな大学運営に殺り組

んでいる実態の報告がなされていた誌とんどの保鍵捧膏関謀者が所属する体育学会では，体

育の昌己点検・自己評語に関わる鵠識の研究は体育原理や教科教育が中心となって行っている

わけであるが，一般教育学会でi主事業域のいかんを問わず� FDおよび自己点検・自己評価の問題

に取り組み続けてきた墜史を持ってきた.その意味では，設置基準の大綱化の決定がなされる

酷から，一般教育学会ではよりよい大学教背を目指した取り組みがなされてきFたといえる.

本学保健体育研究所「授業研究J領域とり関連について

中央大学保鍵体育研究所は，� 1978 と問時に捧育科学プロジェクト「授業研究蛙jが

れ，今盟問題となっている授業の資資向上のための取り組みむ第一歩が絵まった.� 79 

以降は，長護体脊の接点からみた大学体背のあり方についてjを統一テーマに設定して� 80 

81年と続いた事業報告書から，第一自の紀要� (83年〉を発行するにいたった.その後は，� r水
泳捜業の授業効果の研究」を中心とした共同研究安行ってきた.授業研究の分析の視角として

は，高田典衛の「体育授業の改造J(部林新欝 1979)や小林篤の「体育の授業研究J(大修館 

1978)，r体育の慢業分析J(大修館 1983) 調盗項目を検討し意識語査を行った

保健体背における授業研究は，従来小学校や中学校を中心に行われていて，大学レベルではき

わめてマイナーな領域であったといっても過言ではない. しかしながら，今回の大綱化に照ら

して捉え蓋した時に，� FDや昌己点検・昌己評舗の判断材料としてきわめて有効な分析方法の� 

詰佐rdF'frm，，-4h

一つであることが明らかとなった. このような経緯から弘、命維蝿議長嶋寝泊毘+~L -t'--' ，--"民地ι
電弓子明喝験反型動成穂役吾容恥処恥4 略E々聡J句切に奇品ゑ~ぺ.:.ii---:::..---.:'二\\久、~<Yc>ミニーち曜当弓，~~も》官、
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本学に和ける各学部ごとのカリキュラム改革について

本学では，� 91年の設醤議準の大輔化会受けて全学的な組織である研究・教育問題審議会〈以

下，研教審)の諮問を受けて「本学における謀議体育科目の在り方について(中間報告)Jを報

告した(体育研究第� 26号). ここでの中間報告を受けて，各学部ごとにカリキュラム改革に取

り組み� 95年度現在以下のようなカザキュラムで実施されている. (注.本学では，昼間部のカ

ヲキュラム改革が先に行なわれ，夜間部については次C課題となっている学部が多い.) 

法学部 


鍵康・スポーツ総論(講義)� 2単位必修(半期)


鑓廉体育行年次実技)� 1単位必穆(通年)


生護体育� (2年次以降)� 1単位必修(通年〉


〈講義〉については，健康に関わるスポーツや身体運動について実技に密着した理論を従来

の部健分野・体育分野という枠にとらわれず講義する.弱年度の講義内容は，体

力・トレーニング論，運動生理学論，公衆衛生と轄神保健，スポーツ文化論〈ルー

ル学〉等� 4領場の内容である.

〈実技)について詰，� 1年金が有意義な大学生活をおくるうえで必要な仲間作りや人間関係

の場を提供し鍵康的・機能的に行なう場として位置づける.� 

2年次以陣については，自主的に活動できる知識と技術の修碍の場として，また

生語スポーツの基礎を作る場として実撞する.通年授業を中心とするが，半期理論

+実技を符なって集中授業を行程う形態の種目も嬢穫できる.その他，スポ…ツ技

術上級者を対象とした〈ァ� γパンスコース〉も開設している，

経済学部 


保健(講義)� 2単位必修〈半期) *公共経済学科のみ課健，体育ともに選択科詩


体育(実技)� 2単位必修(1年次通年.� 2年次または� 3年次通年〉


(講義〉については，捧背理論としてスポーツ生理学，運動学，スポーツ史学，スポ…ツ社

会学を中心とした援業を開講し，保護狸論としては，環境(食品〉と健療，心と欝

麗，衣料と鍵康，社会と健康を中心とした捜業を開講している.

(実技)については. 1年次を捧力回復重点期と挺え競技型スポーツコースと謹厳・医療ス
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ポーツコースの� 2コースのなかに種目開設を行なっている.� 2. 3年次については，

生援スポーツ養成期と捉え競技スポーツコース， レクヲエ…ションスポーツコー

ス，教養スポーツコース，礎療・医療スポーツコースの� 4つのアプローチコースを

配置している.� 2. 3年次の教養コースには，テニス，スキー，ゴルフの半期十集

中授業があり，アドバンスコースとして競技コース(軟式野球，陸上，バスケット)，

教養コース〈テニス，スキー〉が開設されている.

鴎学部 


体育講義� 2単位必修(半期〉


体育実技� 2単位必修� (1年次通年，� 2年次または� 3年次通年)


〈講義)については，自主的な健療管理がはかれるような医学的知識や健藤科学が学べる領

域， トレーニング効果「鍵療づくり」のための運動態方など運動.スポーツに科学

を取り入れる方法を学べる領域.歴史学的・社会学的アプローチから近代スポーツ

の持つ特徴や問題点を考えたり，運動文化託ついて学べる領域等の� 3韻域が開設さ

れている.

(実技)については， トレーニング芯関する種目， レクリエーシ刻ン種目，競技種目などの

中から健震の維持増進吾はかることのできる内容のものや，生涯スポーツとして教

養を養うことにつながる内容のものなど，かたよりのない種目を準識している.

理工学部

は，カリキュラム改革にともない科目群の枠組みが，外国語教育科目，総合教育

科目，専門教脊科昌の� 3科目群に分札保健体育は総合科目� 1群に投讃されている.

鍵療の科学(講義)� 2単位必修〈半窮) *物理，管盟，土木は講義，実技共選択科目

体育実技� l単位必修� (1年次通年)� 1単位選択科目� (2年次以降)

(講義〉ぷついては，

スポーツの実践に役立つための運動の効薬・運動生涯にわたる幾続的な体育，� 1. 

む処方について，� 

現代生活」にてらした青年期の健康の問題，r1. 

自然環境問閣等の舟容の授業が開健康生活の維持にまつわるタバコやエイズ，� 1. 

設されている.

(実技〉については， 1年次は理工学部校舎および多摩校舎で半旗ずつ実施し，� 2年次から
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iま通年コースと半期十集中コース，または集中コースがおりいずれかを履接するこ

とができる.

文学部

文学部では，例年度の入学生からカリキュラム改革後実蒐し，保健体背科目誌〈講義) 2単

位， (実技) 1単位，計 3単位必諺 (1年次)， 2年次以降は随意科目として実技を履鐘するこ

とができる.そして新たに，共通科目の中に保鍵体育領域の科目を 12単位開設した

体育と健康の科学〈講義) 2単位必諺(半期)

とスポーツ(実技) 1単位必修 (1年次通年) 2年次以緯髄意科目(単位制践なし〉

(講義)については，体育と健康について運動方法や運動樟警の予防など礎撲のための体育

唱と考える内容，体育やスポーツと社会の関わりについて考えるスポーツ社会学を中

心とした内容，体育とスポーツを科学的に追及し学生スポーツの在り方と必要牲を

考える内容， r現代の健康問題と露関論Jそテーマに，現代社会の鍵擦問題と高校ま

での保鍵科における授業内容の対比かふ教育として欠けている視点の補強を行な

う内容等の 4領議を開設している.

〈実技)については，健廉的な生活の実現のための実習という観点から各自の運動プログラ

ムが組めること告自指した内容や必諺体育終了後も合めた生誌にわたるスポーツの

楽しさ告取り入れた住活を目指した内容の授業を開設している.テニスとスキーに

ついては，通年+集中授業を含んだ形態で実擁している. (初心者，初級者中心〉

(共通科目〉については， r身体健康論J rスポーツ科学論J r現代社会とスポーツ J rスポ
ツと教育jの半期の講義と実習を含む「野外教脊瀦習Jr体育・スポーツ演習Jの計 

5科目が開設されている.

総合政策学部 

93年度に軒設された総合政葉学部は，すべてのカリキュラムにおいて大綱化以後の新設童基

準に熊与して科目設定がなされたこともあり，基礎・基幹・応用の 3科目群で撞或された中の

基礎科目群，学部共通基礎科乱総会教育という頭域に 4単位ま T卒業要件に認める選択科目

として開設されている.

礎療の科学〈講義) 2単位〈半窮〉

体育とスポーツ(実技) 1単往(半期)

〈講義〉については，公衆衛生と精神謀縫そして現代のエイズ問題を含めたさまざまな健康
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間離に焦点をあてた内容である.

(実技〉については，テニス，水泳，フィットネス， ゴルフ等の傭人スポーツを中心に開設

され，テニス，スキーについては，集中授業も行っている.

保鍵体青の FDと今後的課題

今居謀議体脊の� Y諮問題を中心に検討してきたわぜで議うるが，I(まじめに」でもふれたように

鰐度としてのカリキュラム拭存寝しなくなったことを，どのように受け止めていくのかという

立場(スタンス〉が非常に大切な要素であると考えている.全国の多くの大学で見られるよう

な一般教養課程の解体そして専門領域だけのためのカリキュラム改革に終わってはならないで

あろう.なんども繰り返し述べてきたように教育・研究という大学の捉え方にも一つの変化が

あらわれてきたことを考え併せれば，今回の大鱗化は保鍵体荷額域にとって決してマイナスの

要因ばかりではないように思われる，それは，特iこ実誌という鵠の教科呂には存在しない額域

をもっているかちで島&我々鍵療を基礎に重いた教科告で';1，さまぎまな雪景となる理論や

そのための研究はもちろん叢袈なことでiまあるが，そうしたこと壱実践していくためにはもう

一つ事J(1)努力が必要とされるで為ろう.つまり，縫療を害す事の少扱い生活を論盟立てて説明

することはできても，い哀それを実行し実現していくためにはさらに努力が必要となるという

ことである.その意味では，まさに実技を取り巻く環境は盤要な課細在闘っていると考えるこ

とができる.これまでも多くの努力と研掛はどこの大学でも行ってきたことは間違いのないこ

とである. しかし，今求められているものはさらなる充実した保健体宵の内議である. もしか

するとこれまでだれも創造することのできなかったような，カすキュラムの提示であるかもし

れない.あるいは，すでに取り組んで、きたカリキュラムを論理立てて学生や鵠の額壌の教員，

そして職員という大学の金講成員にむかつて提示していく時が来たむではないだろうか. もし

そうでるるなふ今こそ探鍵捧曹の領壊を高等教背の中iこ位置付けていく最大のチャンスが訪

れたと考えることもできる.そして，これまでも教室だけでは得ることのできない傾城がある

ことを，JD1で感じ学生と共有して成果壱あげてきた探健体膏という教科の持つ特性奇打ち出し

ていくことが，求められているといえる.われわれに課せられた課題の大きさを痛感し，前向

きに自指を持って取り組んで行く時がきたと考えている.
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驚料� 1 中央大学各学部ごとの按業科匡一覧表� 0995年度〉

資料 1-(1) 一部 法学部留擦企業関係法学科授業科目一覧� (1995年重入学生)� 

1 年 次�  
213日� 4

卒業要件

科E3 1:科目 1: 小区分単位 =I&~車区室錨 

i員鮫法法文総化5論� j4 賞品F法1h重喜� ii査も法」?童� i 初単位必修 草位必修
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自 単� 
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E視

教
必

位
要

位

発
な

育 必� 
a 

最
媛

修 必 低

科 科

習

思

時iijb 得

呂 修
主練

演習
法学基礎演習� 1 2 法学3基礎演習� 2 2 4単位必修

専門演習�  4 専門演習�  4 続� 

ijiijj哲文自化然と科深学層終心学調煙車� 442 138 

2単仙修�  l 位露1単4 
t換

情理報科処g 
情報処理(穣講義

佼

情報処理(実習

英英英 緩穏語{侶CAi}) 222 英英笑 語語銭僻的的� 222 英英 語語叫純� 22 16単位必修

外� 

rJン割霊協� i; 
8l科E慎依関必口修外毘語〉

国

得厩修す議る.Fi
語

科 中フ+1ラ曽菌ンス 出フラ国ンス
目

弾事ii持� j年FEiK別iazE高p直i修P単F 
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資斜� 1ーペ2)

続済学部一部授業科目一業表� 

f必修jは必修科白，� r選必Jは選択必修科目，� r選Jは選衣料闘を示すとともに学科別殺置科目そ示す.

経担軽諸学科産経� z 産業経境学科留経口間際経済学科� 

1995年度入学生

日山部∞ 

詩型
第1f:手次 第� 2年次 第� 3年次 第� 4年次 学科思IJ胤修条件 卒業重要件

履修方法
区*分鋭別数 単合佼計数科 科 科 科 経 産経 閣経

人文科学 哲日 本 主 44 欧ア ジ米ア 史史� 44 選必 灘必 選必

総
政法社 会 治 思 学学想 444 社社会会人類学学� 44 

メEミコ
社会科学 選必 選必 選必

書躍めで官てき官自る由すtにて選官館択し長て協，麗こゐ修すT韓るH日こ辞EとAが
教

数生 命学学斜 学AB 444 物地 理嫁 科科 学学 44 
24 
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科
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第� 1益事次 第� 2年次 第� 3年次 第� 4年次 学科別履修条件 卒業要件
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単区分位別数 単合位計数科 関 科 目 科 日 科 度経 国経
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第� 1年次 第� 4年次 学科別履修条件 卒業饗件

修.. 
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科 目 単位 経 産経 i国経科 目

行政法
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2僚 法

法 選

時事英語 選
部門外
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経済学徳槍
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E
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守怒各演 轡 話語 習 演 習 議 文 共遜a
 

j韓合教官|標準8単位~最高� 12単位 様海底8単位~謀最高� 12淑依 機織� 8$.位

必修� 8単位 必修8$.位

必修3単位 必修� u隣佼出� 
lF教雪 最高20単位~最低16単位� 豊島高� 241総位� 

39 41 毒S 52 

4年間で履修できる最高緩修単位� 180

(注〉 1) ゴシック科目については，専門教育科思学草寺霊尊厳修寮件iこ留3撃しながら媛豪華Tること.

2) 他学科iこ配当されている科EHま，卒業までに� 5終段しか媛書撃できないので，上殺の滋k必・湯jこ注意して履修すること.

また公共経主等学科設置料自の緩修については，次演の衰を参照のこと.


タ主題経済著書倦� 1=先進麗，問D=アジア・太平洋，向車出アジア以外のその偽発緩途上隈，防IV需社会主義国
，、
偽
《
�
 u
a
a

p
n
H
V
 

侵意科目は年次最高居修単位を超えて渥修できる.

J 教育議員免許状を取得しようとする奮の履修方法等については，本文教職の綴修方法そ諸島煎すること‘� 

、，，，、，
唱
�
 

J

憾
に
唱
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驚料 I一� (3)
。経済学部公共経欝学科設置科目の媛華について〔公共経済科目・関連料配

時よヂ
第� 1年次 第 2年次 第� 3年次 第� 4年次

科 科 科 科

基 近近代代経総務務学学� U1 44 経公共商経政携学策� 44 行公 共政激 学策� 44 

本 会共釣意思決定論� 4 
科

公益金業論�  4 経務規制論�  4
自

公 公共料金論�  2

基 財設学系 翼オ 政 学� 4 地方財政論�  4 露政学講習�  4

共
鞍 社会政驚系 社会政策�  4 社会福祉論�  4 社会政策演腎�  4
科 鑓療政策系 僅 療設捨経済学�  4 閑欝公共政策�  4 閤糠裁第譲習�  4

自地譲激策系 地域政叢�  4 社会資本論�  4 地場政襲被欝�  4
経

済
発

科 幾

目 科

自

議

本

欝 科

回
連

科

自

発

襲

科

間

情 報 科 学 概 論 �  4

場報数学�  4

西日 洋本経経斉務 史史� 44 

現 代 政 治 経 済 史 �  4 

簿記原理�  4

憲 法� 4

鵠 際 関

経金
商

融

統 計 学� 4

民 法� 4

プログラミング�  4 

会 計 学� 4

租 税 論� 4

公 約 金 融 論� 4

社 メ~ 保 韓 議� 4

健 痩 経 済 学� 4

係 論� 4

臨 際 関 議 論� 4

情 都 報 市ネ ッ 経ト ワ 営ー ク 議論� 44 

交 湖 経 祷 論� 4

ビジネス・イン� 4 
タ ンシ翠ツプ

課題演習�  4

子Aゑaみ・
史学� 44 

持 政 法� 4

システム設計�  4 システム擁轡�  4

ハードウ品ア極論� 4 

経 営 学� 4

労問 働糠 法詮� 44 

外 交 史� 4 

18本経済論�  4 1 

腫修の可吾 備 考

韓修することができない
公共緩誠学科のみに設離されている科目

履修することができる
経済，産業経務e 摺環経演のいずれかの学科にも設置されている科呂

※じこコの耗践を履修する場合には，議学科蹴修となり，仁三コの科践を麗修する場合にも鵠学科履修となる場合があ

るので，鴎修科目数に詑態すること.
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資料 1-(4) 
1995伴度入学生一部高学部会計学科授業科目一覧表

第 1年次 第2年次 第3年次 第4年次

区分
位霊験

望室z議議g
終� g 位単 事専 自 単位 科 自 位験 科� g 

経 済 学� 4経済 際 論� 4 s単位必修

壁数
計会 学学学� 444 12主義佼必修� 

2単位8 

共基料通本自
簿記論�  4 4単位必修

会計学総論�  4高等簿記論�  4特殊講義�  1 4特殊講義�  n 2 

説務会計論�  4 4主義位必修� 40 
基

舷 査 通告 4 
単 君事

本
税務会計論 4 
絡会会計論 4 s単位必修

位

科
層 際会計論 4 

業

線級会計論�  4 4単位必修 必� 60 100 
悶

経営管想 議 4 奇襲

経営分 議 4 
き単位必修

会計情報システム鎗 4 
企業載童書会計論 4 必

経営管理論 4 
t事

労務管理論 4 
主韓 喪生被管理論 4 

財務管潔論 4 4単佼必修
マーケティング論 4 ti，
証 券 論 4 

20位
企 業金融論 4 

関 多国籍企業諭 4 
賞受

経 済 史 4 襲き 政 会学 4 
経済統計論 4 3十蛍経済学 4 単

逮
社会心潔学 4 社会怒懇史 4 必位 低
国際鱒係 論 4 日 本経済論 4 

アメザカ経済論 4 
E C 経済論 4 位

修� 
rp箆・ロシア経済論 4 

科 経特 済 制 理 4 
殊 講 義 �  1箆 4 必:自尊 得

特 殊講畿�  IV 2 

g 情報処理援議�  4経営 科学�  4喜志 ;経営情報…論 竺 必 車線

修

商法一部〈総� 4単位必修制・会社)� 4 
依

法 学� 4民法一事〈総別・物権)� 4 龍a三〈商富行(為債権手〉形法〉� i4 労a 鋤済 法法 44 4単位必奇襲� 
136 

外z 国読

外図書鶏続〈英)� 1 4 41験位必修 奇襲

嬉外闘機客織室襲緩 〈i英2〉iEi 4j 
t事

免望書重義務

専門演習 習� 1 4 演演
位

習事奇 論 文E 44 

情報処理演習事� I 2 
情報処理演習�  n 2 
簿記演轡�  1 2 
簿記演習�  g 2 
計調t分析演習�  E 2 
計調t分析演習�  s 2 
数学演漕�  E 2 
数学演習�  E 2 
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第� 1年次 第� 2年次 第� 3年次 第� 4年次

区分 塁修業必方要法及$位び

科 自 単位 科 自 単位 科 自 単位 科 目 勝俊

錬� 

iiリ1i霊� ijE jj題� 
8$位必修

科

自
率

諜緩演習 線 題 演 事事 4 業

総合調尊厳 総総 合会 講第 座康� E1 44 総総 会合 講講 鹿座� mIV 44 Sζ 

民再発 語土�  

36 

語� m-IV 4 8単位必修� a、

ド イツ語�  1-n 4 ドイツ語�  m-w 4 要
同町山川町田一ー一一一一ー一一 岬叩町一ー一一一一一一一一一一

単� Jな第 フランス緩� 1-n 4 フランス籍軍-IV 4 
一『一司冊『再

外 中襲緩�  1-n 4 中� E議 議 麗-IV 4 1カ国語
費量

外 一一一一一一一一同時叩一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一

滋
スペイン言語� 1-n 4 スペイン緩滋-IV 4 81模位必修

佼低湿 議 ロシア語�  1-n 4 ロシア語�  m-IV 4 

朝鮮語�  1-n 4朝鮮語源-w 4 修

!語

特設英語�  1-n 4特設英語頭-IV 4 特 設 英 語 �  V-VI 4 必 得

科� 

;lji議議jj;議報r会 話(上級)� 2 単

位

自� 4証

間� 

ijj;議j 
!1お� 

I事� 

a董m回 佼

謙譲 芸体 書育 護訓陣 霊織 i 222 2単位必修

実技 体育実銭�  1 1 体育実 技�  n l 21漢位必修

霊年草次壁BIJ 41単佼� 43単位� 441事役� 44場位
常4年時聞に単履修位できる� 

A 
日 本語�  A 1-IV 8 a本語�  B 1-IV 8 16主義後必修コ-A

日本総�  B 1-n 4 日 本 語 �  B m-w 4 s単佼必修� 
16単位必修

日
コ幽幽ス

その他の外構語�  4 その織の外語語�  4 s単佼必修

時 日本事情�  1 4 B 本 事 情 �  n 4 練と題とが科で呂きのる単伎に含める

〈注)� 1 襲撃語科目の「アメザカの雲語と文化Jは2年次以上で，かっ，カール争ン大学媛草書留さ詳の多加者安対象とした科目です.
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資料� 1…(5)
理工学部一部(昼)電気・電子工学科授業科目� (1995年度入学生〉

区分� 1年次� 2年次� 3年次� 4年次 卒業
卒 業 要 件

科目務
単位� 

1 英英 語語� l1 A8 22 英英 語語 22 A8 22 8単位必修

英語�  3 2 位修得とししたて認単位めはる.卒業単
群

英会話�  2 

Eフ:jラ国Jン語iス語iiA1tB j2i 

1ヵ国語� 4単位必修� 
2 

毒事

体育実技�  1 1 健康の科学�  2 3単位必修

務 体育実銭�  2 1 修位得とししたて単認位めはる.卒業主義� ; 

総
会重委jfi謬j雲� iiiA??語!?占;2 

~ョh 

iζ 

教

群 必

育� iiii 重要

科

数数 学学� AB 44 14単位必修 な

自� 
3 

額物 理理理実 験21222 
最

群 低

化化 学学� 2122 壁得とししたて認単位めはる.時単| 肱肱

喜線気気理形理論通論代議通演数論習� 441 
官騒然・鱈子工実学験 科卒学業技術研英語究� 42 41単位必修

第� 2 2 得
必

修� lJ 

科� 
ro: 

専 目� 

130 

F守

デププロロィ衡ググジラ士ラ主ムタム主ル?言?代語口敏� 22 
光・量子エレクトロ 尊重

集コン積ピュ化ータ主ニ主タ街ス� 22 
教 技� 21 シミュレーション� 2 

位

育
選

択

科

科

目� 

g 

ニクス� 2 

注) 単位数字をゴシックにする.
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資料� 1-(6)
文学部菌文学専攻� 1部(昼)(1995年度入学生)

区
第� 1年次 第� 2年次 第� 3年次 第� 4年次

系列

科El�  11 科目�  g 科El�  11 科El�  11 
卒えよ業単に必要位替

分

第外国一務 楽3実 英英 語語� ((34))22 8!挙鋭必修

ド イイ ツ
ドツ ドド イイ ツツ 語語部{4i2z 

外;

国 第外関二誇 フランス
フフ ララ ンン スス 語議 ((34))22 81単務位必修学

語� z国 z国国 総緩{儲4}22 
科

回 日日日日 本本本本 語語語語

特科 別目

日日 本本 語語� 8B {紛1)22 BB 本本 総語� BB {泌3} 22 

書鍵体自
体育と鍵療の科学{講義)� 1 2 

3単位必修
体育とスポーツ〈実技)� 1 1 

著書警
主滋基 礎礎 演演 習轡 {{21}} 11 ~訟礎演習普 (3)14 12単位必修

必科 修目
国 文学史�  4国総学緩論 �  4 

卒特(国語・� E業殊g文学論議・漢文学文官) ~ 120単位必修
理事

攻
表言葉 文現学研謙 究譲 22 

28 
コ� iiiiji 代文文�  ii E担

潟
位

ス 択; 必、

科:科 作作国 家家 作作 総品品 研研 究究 ((史21)) 
444 豪華

自
日� 

iiiiiiiiii品i86 

単

位

共

通
必

研研研究究究慈さ議基獲礎礎{〈〈文コデンィ章ピベa表ーF 現トタ〉))� 222 
位

科
修

中ス ポ関 ツ語科(学上級論〉 22 中身 体国 務健 会康 話論 22現野代外社会教と育スポ演日習ツ 22体ス育ポ・吋スポツーとツ教淡事務専� 22 
必

自
地文8理然化学地総芸家獲事襲理さ演学 {学習2)424環人織� 文震境総学 ((学1l))424地人日� 文獲本地さ学地理特誌繁論 ヤ((22)}422地世自 然界理総線学理誌実学 学(験1) 224 

修

地理学演習�  4 

比比文較化絞文文人化特化類論論学(4)444 比比較較文化文特論学{1}44比比較較文化思終論{想2i44 比比較較文化持宗論教{3) 44 
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第� 1年次 第� 2年次 第3年次 策� 4年次
区

卒は業滋に必要位系列
位.分 科 関 草寺 日 科 目 科 務

比絞文化演習�  4 

1情プロ報グ処ラ理ム主言基礎語的{1}22情プロ報グ処ラ恕ム暴醤礎語{部2i22情プロ報グ処ラ理ム11議縫穏{期3i22情プロ報グ処ラム理言事E語始論� 22 

情報処理演穆(t)� 2情報処濠演習�  (2) 2 

後外界線交済論史� 44槌 型車 関係 議�  4寝 際 法� 4箆際 組織 論�  4

国際関係学演習�  4 

他専攻・コースのゴシック科�  g

若宮 日本事情�  
l必s単位修;

.選議緩奇襲単位 43 44 44 44 11371 115蝋位

英時事会費E緩話研的究 44英� 
ぷ'"為ミ、 務� (2) 4 ~ :ft 話� (3) 4英 会 話� (4) 4 

卒尊な重業位いにに必含要まなれ随意科悶

体育とスポーッ(実妓〉�  1 

註1) 遺文学演習(1)・(4)=上代.I:t吉国文学演習(2)・(5)=l:tt堂・近世 国文学演習(3)・初出近代・現代

注� 2) r特殊繍轡JIま，卒業通告文の勧言・指導のために設けられています. したがって，各自の灘んだ卒業論文のテーマに応じ.指導教員

の担当する� f特別演習jを嵐修して下さい‘
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文学部国文学噂攻� 2部〈夜)(1995年度入学生)

1996 79 

ー
国


第2年次 第4年次第� 1年次 第3年次

:1

81事位必奇襲� 

hll愛国語l重 喜 iZ1~I霊 童iiili 
[1;j3喜izli 

jzii喜5 2:1 ;13費時� 

卒業に必要書

1:1
 1: E3 E 単jな単援
目 科科系 列l科 目� 終� 佼� 

~ 

1 語学�  
4単位必修� 

z 霊童話I~
綿織�  i体育と縫療の科学〈講義)12 

E3 I 11 体育とスポーツ(実技)111体育とスポーツ〈実技)
4単位必修� 

科� 

12単位必修

~籍 iAJli| 叩必修

自十〉� SI; 
aa--4aqauzn

選

部

単

位

必

修

一

�

 

単

位

必

修

一

泊

単

位

必

修

S

制

単

位

、

必

修

択 マス

料

自

…

学

学

史

究

一

学

学

学

学

学

一

ス

叫

一

…

3
2割引

一
演
演
淡
演
演
…
�
 

諮
�
 

一
�
 

-
4
4
4
4
4
4
4
4
…
ゴ
一
一

論
部
説
史
学
史
論
学
一
〉
一
一

a
!

B

一
一

ン
一
健
一

フ一

文
歴
哲
社
心
科
峡
テ
一

号
�
 

。，制。� 
“

制
�
 

弘

之

レ

�

 

昌
一

法
域
�
 

一
ン
作
�
 

留
一

側

内

ソ

軍

配

…ァ

i
i
i
i
i

伎
一
�
 

a
a
a
a
a

j
-
!
:
i
l

E

F

'

i

r

j

'

a

a
a
4
a
u
τ
4
a
4

E -
h
i
e
m

e

q K
M

4
z
a
-
-

M
i

f

 

B
f

i
O
F

述。閤文学演轡(l)・(4)=上代・中古 国文学演習(2)・(5)=中世近世 国文学滅型車(3)・(6)柑近代・現代

注2) r特殊演習事JI乱卒業論文の助言・指導のために設けられていまサ. したがって，各自の選んだ卒業論文のテーマに応じ，指導教員

の総当する� f特殊横型車Jを綴修して下さい.

設� 3) 随意意科闘として投糧窃れている科目を修得したものが， 一部の英米文学専攻へ転部科した場合札 一議事の英米文学専攻に設績され

ている問一名称科目に読み符えます.また.英米文学専攻以外の一部へ転部科した溺合札共通科尽の蛾伎に算入します.

氏

賞

作

百

創

刊

民

一

鮎

子

治

語

学

一

ぺ
4

1

:

…
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{
{
{
{
…
�
 ta 

…
…
�
 

「
�
 
ゴ

一

審

議

習

一

定

緩

治

一

科

一

制

定

統

�

 

J-aa

i
t
-
-
1
4
:

文
文
口
仰
い
噛
端
清
沼
津
一
裏
金
灘
混
濁
放
一

一
世
庸
一
�
 44
4
4
4
…

4
4
4
4
4
4
4

一!

g

m

2

m

m

T

{

(

一
研
一
文
文
文
務
文
一
軍
2
?
リ
千
代
�
 

・
�
 マ一・� 4
・
守
�
 
巷
�
 亀一� 

a
U
3
4
aazn

a
aa;
a

科

自

4
5
5
2
2
一
凶
醐
刷
害
相
嗣
凶
嗣
刷
芋
ま
凶
醐
一

一
割
轟
諮
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資料� 2 

LrLJ 
匝� (Fac両 両両司副�  2

普遍教育としてのrスポーツ・健康科学J

一〈知〉の見直し-

大字詰，研究と教育のバランスのなか£機能し

なげればならない.大学者取り巻く状誌が急速に

変化するなかで大学教員が18態怒とした教育観の

ままで，大学における教脊内容・方法の政警とい

う斡きが停海するさまらば，大学の教育が改饗され

るべき?あるという社会の要諜に応えられないも

のになることが危課される.大学の教育機能の改

善を留ることが今思の大学改革の大きな往でる

る.このため記異体的な方策としてわ大学のカリ

キュラムの改揖，シラパスの待成，授業野髄など

が護費されてきたのである.能来ともすると大学

教員の評価は薪究室警のみに偏りがちであったが，

このような教育覇の資質を含めた� FD(Faculty 

Development :大学教授留の資費の開発)の必要

があろう.

従来の大学設離基準では� f保護体育科目jが卒

業要件として包置づりられていた.このために，

大学教育金体にお貯る位霊づ仇他の一般教育の

課題との模接的な関わり方を採ってこなかったの

ではないだろうか.新しい大学設置基準から一般

教曹という科目区分が潰えた今日，大学の保護体

育科教員は，大学教育の鯨胞を暁護にして，その

なかに楳鎗体育科闘をどのように位璽づ付るかを

鑓々の大学組織のなかで明績に恭きなりればなら

鍍者:千葉大学教育学部

篠山郁夫

なくなった.

大学体育の課題は，体膏教賓のなかの独自性を

主張するだけでは本十分である.その背景となる

社会の動向，大学教育という� f地jを明確にする

ことによって，� rとしての大学棒育を浮き彫り図j

にしなくてはならない.

ここでは筆議の立場から，千葉大学の探護体宵

科目の改革の取り組みを省みながら，大学体育の

必要設とその位置づ坊を整理してみる.� 

1.普逓教脊科自としての位置づけ

{日新カリキュラムの枠鐘み

千葉大学の新カリキュラム(1994年度)� 'i.専

門教育科冒と普遍教育科闘からなる.専門教育科

自は芳専門科留と専門基礎科目からなり，普遭教

膏科躍は，共通義鍵科冨と普遍科目からなる，共

通基礎科図とは，特集な技衝の修得，あるいはこ
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れを通じて行なわれる教育科目であり，外国語，

情報処理，および「スポーツ・健康科学Jによっ

て構成されている.普遍科目は，総合科目，個別

科目，およびセミナー型科目として開講されてい

る1)

従来の体育実技は，普遍教育科目の共通基礎科

目として位置づけられ，名称、を「スポーツ健康・

科学」に改めて開設することにした.また体育理

論，保健教育の講義系の科目は，普遍科目として

位置づけ，総合科目，個別科目，セミナー型科目

とし，内容を担当教官の特色ある専門性を生かし

たものに再編成して開設することになった.なお，

普遍科目の個別科目として選択性の実技科目を設

げ，共通基礎科目の「スポーツ・健康科学J2単

位(半期 l単位)を修得した学生が 2年次以降に

も実技を受講できるようにした.

また，この改革を俊にクラス指定を廃止し.学

生が自ら受講するクラスを選択できる体制へと改

めた.

以上が千葉大学の保健体育科目の変革の概要で

あるが，それではなぜ千葉大学では体育実技を大

学教育に必要と考え，共通基礎科目に位置づ防た

かを以下に紹介する.われわれはこの視点が大学

体育担当者の重要な FD活動と考えたのである. 

(2)普遍教育科目の理念

普遍教育科目の概要を本年度の本学の履修案内

から抜き出してみると次のようになる.

普遍教育科目は，幅広く深い教養，総合的な判

断力.豊かな人間性の育成という基本理念に基づ

いて行なわれる.それは国際社会の一員として，

学生がその能力を半分に発揮するために，専門教

育と連携する科目として位置づけられる.あわせ

て，次の.三つの側面を重視する.

イ)現代の学問的・社会的・文化的状況につい

ての多面的理解の促進

ロ)専門と連携する学問分野についての関心の

喚起と理解

ハ)自発的研究・学習態度の育成

普遍教育科目を設置するうえでの最大の課題

は.専門基礎科目を普遍教育と別枠で専門教育科

目に位置づけ，普遍教育科目が専門の基礎教育的

な性格づけになることを避げることであった.し

かし，その一方で普遍教育がどのような理念のも

とに，何を課題として展開する教育であるかとい

う積極的な検討が不十分であったという印象は拭

えない

現代社会は，国境や時代を超えた大きな枠組み

のなかで人間的尊厳に危慢をもたらす難題に直面

している.これらの問題群の解決には，従来の〈知〉

のあり方の再検討が必要とされる.したがって，

大学が細分化した専門教育のみを行なっていて

は，これらの難問に応えられる次代の人材育成を

果たすことはできない.現代社会は，人類に巨大

な影響を及ぽすだけの知識や技術を集積しなが

ら，それらの運用の基盤となるく知〉の育成に重

点、をおいた教育を進めてこなかったと言える.筆

者は，普遍教育がまさにこの問題に応える教育理

念を掲げ，具体的な課題を設定しなければならな

いと考える. 

(3)履修方法

専門教育科目.普遍教育科目という枠組みを作

成した上で，各学部のカリキュラムは，学部毎に

決められることになづた.その結果，各学部・学

科のカリキュラムは，専門教育科目・普遍教育科

目の履修単位数においても千葉大学全学部に共通

の基準はなしそれぞれの学部学科で異なるもの

になった. rスポーツ・健康科学」は，普遍教育科

目・共通基礎科目として，ほとんどの学部・学科

が必修科目としたが，一部の学部・学科は選択科

目として扱うことになった.その結果，約2.140名 

( 1学年総数2.840名)の学生が「スポーツ・健康

科学」を必修として受講することになった. 

2. rスポーツ・健康科学Jの課題

旧教養部保健体育教室では，保健体育が大学設

置基準に含まれていたために大学教育としての体

育実技の課題を明確にして来なかったのではない

か，あるいは大学体育発足以後の社会の著しい変

化に対応できていないのではないかという反省の

もとに，改めて大学教育として，そして一般教育



84 中央大学保護体育研究所紀要 第� 14号

として行なわれる体育英技の課題の検討を行なっ

た.その結果，一般教育として行なわれる体育英

技試� u自らの砦体を知ること，自らの身宇容を適し

たく知〉としてものごとを知ることを岳諜とする"

科自であるという共通理解に遣した.ここで重視

したことは身体安通したく知〉に着陸し，客観的

な知識を避した教育との溜いを明確にしたことで

ある.この考え方が体育的実技科臨を共通基礎科

目に泣置づげて，議義科目を普遍科筒に位霊づけ

て選択科目とする基盤になった.

議論，7)過穫では，体育実授の諜諸を体力づくり

や健康づくりとしたとき，その必要性のない学生

{関えば課外活動に議参加し定期的立身体謡動を行

なっている学生)念えなぜ必移として受講しなげ

れぜなちないかという鍔題も検討された.また，

慢瑛や体力への記患はいつまでも指導者に依存し

て進められるべきでなく，社会体膏線設が充実し

てきた今B，学外で自主的に取り組むべきである

ことも指f障された.あるいは，スポーツの知識や

技摘の修得を課題としたとき誌は，なぜ体育・ス

ポーツ分野の知識や技欝の穆得を去、修としなげれ

ばならないかという問題が残るととも� ι体育・

スポーツ専門分野の知識や技簡の� 1わり"を教

えるという発想、が輔広〈漉く時という抵轄につな

がっていたことも指揺された，

身体的な健療のみならず精神的な鍵襲状態にも

問離を持つ青年が増加していることかち，心身の

バランスの回彼を菌ることは獲かに震要な課題で

める.あるい泣，受験鰐に低下させた体力の路復

を囲ることも震要な役軍iである.しかし，それは

保鑓体育科目が社会に不器康で異常主技態が穿在

することを理由としその補境行為としてお役割を

担うことになる.学生にとっても“体育英技は好

きなスポーツを楽しんで単泣がもらえる気分転換

の時期"であり，輔辛いことに耐え身体を聾えて単

設をもらう事抱の時間"であるという鰻，念は変わ

らないと考えられる.

体育実技は，学生記自らの感覚を通じて状況者

判断し，自らの身体をもって行動することを要求

する.体育実技は，グランドや体育館に震鍔され

る自らを含tJ身体活動の時笠間をテキストとし，

状況を自身お感覚で議み取り，暫新し，自らの考

えを表現し，行動することを要求する科践である.

そのときに動員されるく知〉は，科学的・客程的

なく知〉のみとは霞らない，

藤原211;;t，現代社会がきは起こしているさまざ

まな問題は，官界・自然のる号方に関するく知〉

と，人間の生き方・行為のあり方に関するく知〉

との関様記均衡を失ったことに由来していると指

構している.中村幻は，現代人が科学を通さず誌は

現実を見ることができなくなったと指揮するとと

も広，近代科学の発展の畿でく固有投界)<事務の

多機性)<身体をそなえた行為〉の三つが軽規され

紫摂されてきたとし，近代科学に慕づくく知〉と

は別の選訳肢として〈臨床の知〉の震要性を提書

している.プルーム"は，一般教養教脊の課題を� 

f人間とは向かjという最大の関いを自分で立てら

れるようにすること，その答えは明らかではない

が，かといって見出せないわりでもないこと，真

剣な人生では必ずこの間いが絶えず関心の的iこな

ること，学生むこれらのことを気づかせることで

あると述べている.

現代社金は，工業{七社会を支える人特の脊成と

いう社会的要講を受i九尊内的な知識と技術を高

く評髄し実手目的な部笛を重視し，職難的，専門的

な知議と技術の伝達を儲壊してきた嫌いがある.

余剰価値的生産に駆り立てられる一方，給料に

よって消費生活を送るように組織化された現代人

は，自らのさ全存のための知識や技欝，あるいは自

己存在を確認する術省E見失っている.謹書すると，

教育は，このような社会の要講を受付て社会的歯

車のーっとなって働〈人簡を育成することに終鎗

し，全体としての人需を克つめ，全体としてお自

己を患護し，人生を充実させること幻を晃逃して

きたと言える.専門家の知識・構線や機按ζ依帯

してきた現代人誌，自身の身体の存証や感覚に畠

告を持でなくなり，やがて自己繋失に陥りかねな

い状i誌にある.体育英技の場面で鍛おうとしてい

るく知〉は，現代社会で晃逃してきたく知〉であ

り，自己符在の確認に無くてはならないく知〉な
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のであるへ

このような議論を経て，体育実技を“翻らの身

体を知ること，告らの身体を通したく知〉として

も的ごとを知ることを自諜とする神科EIと護認し，

新カリキュラム構想、へとi脅かったおでるる，

以上のように従来の体育実伎を見獲し，その上

で新カリキュラムに，どのように位讃づけるべき

かを検討した.このような課題のもとに，新カリ

キュラムにおける「スポーツ・健康科学Jでは，

築体的な学習内容を次のように設定した.すなわ

ち，1)生活体力としてのからだを知~， ~争体のし

くみ，体力の或ち立ち，スポーツ場部での身体変

{~などを学ぶこと， 2) 巧みさとしてのかもだの操

作・簡の謙作を学ぶこと，� 3) コミュニケーション

まま鍛としての身体，人と Q)非 2言語的なかかむ~，

協力関僚などを学ぶこと，4)身体を過した思考と

しての溜動体験の実感，緊強場閣での判断などを

学ぶことなどである.

これらの課題と学習内容は，特殊なE専門科目に

関わるものではないこと，そして現代社会にあっ

て大いに克恵すべきく知〉に関わることでるると

の箆解から，警遷教脊草寺話・共通基礎科EI.こ註童
づ貯金学的主題諺とすること安療薬したのでる

る.

保礎体育教室は，積極的に普遍教育の諌題を提

脅しながら，その方針に誌づく� fスポーツ・健康

科学Jの展開を，学内に提議した.しかしこれら

の提案は，差し迫った時間と腰穆方法を学部の自

治に委ねるという方針のなかで，各学部のなかで

誌十分に理解されているかという不安を残したま

ま本年4完から新カワキュラム誌スタートしてい

る.

まとめ

各学部代表からの保健体育科への要請は，健

康・体力づくりであったり，実技を通じた集団行

動訓練というものであった.大学内にそのような

需要があるならば，それに応えれば体育は存続で

きるという安易な考え方もある.何も面積!な諒明

を農麗しなくてもよいではないかという考えもあ

る.しかし，それでは本質的な大学改革とはなら

ない

本年4月スタートに間に合わせ，踏み込んだ議

論を行なえず記進んで来てしまった惑がある.し

かし，今後も議議を議続し，普遷教膏の課題を明

確にするとともに，この課題に沿った授業評欝を

通し，普選教育科聞にふさわしい或果を問いなが

ら，大学体育の方法を検討しなければならないと

考えている.グローパルな視点、を明確に持ち異体

的な授業の諜閣と結び付ける作業は，個々の専門

分野に埋没してしまいがちな大学教員にとって，

重要な� FD活動と考えるからである.� 
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